
香港観鳥会（The Hong Kong Bird Watching Society）

西部太平洋における海鳥の衛星追跡：渡り
鳥で繋げるアジアの海と人々

海鳥保護区の設立
（海洋保護区） 1 か所
マミジロアジサシの
衛星追跡 2 個体

今年度計画の達成度 40 ％

目標達成度 60 ％
 香港、インドネシア 調査研究

ひろげる助成

3年目
活動地域

活動内容と成果
新型コロナウイルス禍により国際的な活動は2021年
度に延期せざるを得なかったが、香港では59羽のマ
ミジロアジサシを標識放鳥し、2羽の衛星追跡により
繁殖地周辺での行動圏を把握したほか、インドネシ
アのプロジェクトサイトが正式に海洋保護区となり
保全が担保されることとなった。また三つのウェブ
会議及びセミナーに参加し（うち二つは東アジアの
海鳥研究者・保全関係者の会合）、渡航制限はあるも
ののアジサシ類保全へ向けた関係者の協力体制構築
を進めた。

課　題
東南アジアにおいて、海鳥保全に必要な人材を育成し、
重要サイトの保全対策を構築、保全の意識啓発を進め
る。西太平洋で海鳥保全研究者の協力ネットワークを
構築する。

目　標
アジアの重要サイトを集めた海鳥保全ネットワークが
形成される。保全を進めるため、インドネシア、フィリ
ピンなど各国との共同プロジェクトを実施する。
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苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスによる国際的な
渡航制限で、インドネシアの現地活
動を実施できなかった。

■工夫した点
ネットワーク構築に向け、韓国、中
国、フィリピンの海鳥研究者・保全
関係者を招いてウェブ会合を開き、
活動を報告した。

国際移動制限の緩和状況に応じて、インドネシアにおける活動のフォローアップ
を進めたい。またウェブ会合を通じて、より多くのアジア諸国からの活動への参加
を促していきたい。

今後の
展望

太平洋海鳥グループのウェブ会議太平洋海鳥グループのウェブ会議

香港でのマミジロアジサシ調査香港でのマミジロアジサシ調査

（特非）　石西礁湖サンゴ礁基金

複合ストレスの影響を受ける八重山地方の
サンゴ礁保全・再生に向けた
サンゴ認定制度の構築

 沖縄県八重山地方 調査研究

フロントランナー助成

3年目
活動地域

活動内容と成果
今年度は、①サンゴ礁保全への行動変容を促すため
の参加スキームとしてのフレンドシップ登録制度の
仕組みと普及戦略、②農地の土壌保全（赤土流出抑
制）のためのガイドライン（案）、③社会実験におい
て関心のある消費者からのフレンドシップへの高い
支持、④栄養塩の低減のためのパイン栽培実験での
元肥の流出形態などの成果を得ることができた。し
かしながら、⑤フォーラムについては、新型コロナウ
イルス感染症の影響を考慮して延期の扱いとしたの
で未達成である。

課　題
八重山のサンゴ礁生態系を保全・再生するため、赤土流
出や栄養塩類の低減、海域の過剰な利用を転換するな
ど影響を低減し、海域の環境を適した状態へ回復する
必要がある。

目　標
八重山のサンゴ礁への様々な影響を低減するため、環
境負荷の低減や保全・再生につながる取組みや製品な
どを認定する制度の構築と普及を目指す。
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苦労した点と工夫した点

■苦労した点
地域での作業について、感染症予防
を考慮した実施方法に苦心したが、
時期と人材の選定、オンラインでの
作業などを工夫した。

■工夫した点
八重山地方のサンゴ礁を守るフレン
ドシップ登録の仕組みを描くととも
に、自発的な団体と連携することで
社会実験に成功した。

今後は、八重山のサンゴ礁を守るフレンドシップ登録のツールの作成などの準備
を行い、そのキックオフと普及を進める。また、社会実験の継続と、農地と観光以
外のガイドラインについても検討していく。

今後の
展望

八重山地方のサンゴ礁八重山地方のサンゴ礁

社会実験（マルシェ）の状況社会実験（マルシェ）の状況

フレンドシップ登録
制度の仕組み 1 仕組み
調査・研究
ミーティング 4 回

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 50 ％


